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国語（言葉の特徴や使い

方に関する事項）

国語（情報の扱い方に関

する事項）

国語（我が国の言語文化

に関する事項）

国語（話すこと・聞くこ

と）

国語（書くこと）
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数学（数と式）数学（図形）

数学（関数）

数学（データの活用）

英語（聞くこと）

英語（読むこと）

英語（書くこと）

小諸市

全国＝100

市内中学校

＜全国と比較＞

国語「ほぼ同じ」

数学「やや下回る」

英語「やや下回る」

国語（言葉の特徴や使

い方に関する事項）

国語（情報の使い方に

関する事項）

国語（話すこと・聞く

こと）

国語（書くこと）

国語（読むこと）算数（数と計算）

算数（図形）

算数（変化と関係）

算数（データの活用）

小諸市

全国＝100

市内小学校

＜全国と比較＞

国語「ほぼ同じ」

算数「やや下回る」

令和５年４月１８日、全国学力・学習状況調査が行われました。この調査は、小学校６年生と中学校３年生を

対象とし、今年度は国語、算数・数学、英語（中学校のみ）で小学校は２教科、中学校は３教科で実施されまし

た。小諸市内小中学校の調査結果は、学習指導要領の内容項目の平均正答率を全国（１００）とし比べると、以

下のグラフのような結果となりました。出題の趣旨からみた主な成果（◎）と課題（△）も示しました。 

                                    

 

 

 

 

 

 

 

１ 学力調査の結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度   小諸市の全国学力・学習状況調査の結果    小諸市教育委員会 

      ◎「書くこと」・ 
図表やグラフ 

などを用いて、自分の考えが伝 
わるように書き表し方を工夫 
すること 

△「話すこと・聞くこと」・目的
や意図に応じ、話の内容を捉
え、話し手の考えと比較しなが
ら、自分の考えをまとめること 

 
◎「変化と関係」・
伴って変わる 

２つの数量について、表から変 
化の特徴を読み取り、表の中の 
知りたい数を求めること 

△「データの活用」・『以上』の意 
味を理解し、示された表から必 
要な数を読み取ること 

国語（小） 

      ◎「我が国の言
語文化に関 

する事項」・古典の原文と現 
代語の文章を対応させて内 
容を伝えること 

△「情報の扱い方に関する事 
項」・具体と抽象など情報と
情報の関係について理解す
ること 
。     ◎「データの活 

用」・累積度
数の意味を理解すること 

△「図形」・ある事柄が成り立つ
ことを構想に基づいて証明す
ること 

◎「聞くこと」・
日常的な話題 

について、自分の置かれた状況
などから判断して、必要な情報
を聞き取ること 

△「書くこと」・『相手の行動を 
促す』という言動の働きを理
解し、依頼する表現を正確に
書くこと 

☆小諸市内小中学校ともに、全国と比較すると、「ほぼ同じ」か「やや下回る」という結果となりました。  

記述式問題の正答率が低めで、無回答率が高めの傾向にありました。 

☆次頁以降には、右上の各教科に示した課題（△）に関して、子供たちが苦手としている実際の問題の一

部を取り上げてみました。また、「児童生徒質問紙」調査の結果からみえてきた点もまとめました。 

算数（小） 

国語（中） 

数学（中） 

英語（中）       
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こ
の
問
題
に
求
め
ら
れ
て
い
る
力 

【
出
題
の
趣
旨
】 

話
し
手
の
目
的
や
自
分
が
聞
こ
う
と
す
る
意
図
に
応
じ
て
、
話
の
内
容
を
捉

え
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る
問
題
で
す
。 

 
 

【
問
題
の
概
要
】 

こ
の
問
題
で
は
、
話
し
手
の
考
え
と
自
分
の
考
え
と
比
較
し
て
、
共
通
点
や

相
違
点
を
整
理
し
た
り
、
共
感
し
た
内
容
や
納
得
し
た
事
例
を
取
り
上
げ
た
り

し
て
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
谷
さ
ん
は
、
「
は
じ
め

は
、
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
仕
事
は
大
変
な
こ
と
ば
か
り
だ
」
と
考
え
て
い

た
が
、
寺
田
さ
ん
と
山
本
さ
ん
の
二
人
の
話
を
聞
い
て
、
二
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
続
け
て
い
る
思
い
に
つ
い
て
分
か
っ
た
こ
と
を
話
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
寺
田
さ
ん
と
山
本
さ
ん
の
発
言
を
取
り
上
げ
て
、
分
か
っ
た
こ
と

を
ま
と
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 苦手（課題△）としている問題は・・・ 
・児童生徒が苦手としている実際の問題は、以下のようなものでした。各問題にはどんな力が求められてい
るのか（出題の趣旨、問題の概要等）、また市内児童生徒の多かった誤答の傾向も付しました。 
 
 
 
 

 

 国語（小） 

【
正
答
例
】 

「
お
二
人
と
も
わ
た
し
の
安
全
を
守
る
こ
と
に
や
り
が
い
を
感
じ
な
が
ら
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
続
け
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。」 

【
誤
答
等
の
傾
向
】 

条
件
を
満
た
す
文
が
書
け
ず
、
無
回
答
の
ま
ま
の
も
の 
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【
正
答
】 

・
分
け
る
箇
所
が
「
ウ
」 

・
見
出
し
の
例
は
「
判
じ
絵
の
歴
史
」 

【
誤
答
の
傾
向
】 

 

「
ウ
」
は
で
き
た
が
、
適
当
な
見
出
し
を
付
け
る

こ
と
が
で
き
な
い
も
の 

 国語（中） 

こ
の
問
題
に
求
め
ら
れ
て
い
る
力 

【
出
題
の
趣
旨
】 

調
べ
た
こ
と
な
ど
を
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
て
各 

場
面
に
お
い
て
、
次
の
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
み 

る
問
題
で
す
。 

・
読
み
手
の
立
場
に
立
っ
て
、
叙
述
の
仕
方
な
ど 

を
確
か
め
て
、
文
章
を
整
え
る
こ
と 

・
文
脈
に
即
し
て
漢
字
を
正
し
く
書
く
こ
と 

・
具
体
と
抽
象
な
ど
情
報
と
情
報
と
の
関
係
に
つ
い 

て
理
解
す
る
こ
と 

・
自
分
の
考
え
が
伝
わ
る
文
章
に
な
る
よ
う
に
、
根 

拠
を
明
確
に
し
て
書
く
こ
と 

【
問
題
の
概
要
】 

こ
の
問
題
で
は
、「
■
『
判
じ
絵
』
と
は
何
か
」
と 

見
出
し
を
付
け
た
文
章
の
（
ウ
）
以
降
が
、「『
判
じ

絵
』
が
い
つ
生
ま
れ
、
ど
の
よ
う
に
現
代
に
伝
わ
っ

た
の
か
」
に
つ
い
て
具
体
的
に
説
明
し
て
い
る
こ
と

を
捉
え
、
そ
の
内
容
に
合
う
見
出
し
を
書
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。 
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この問題に求められている力 
【出題の趣旨】 
 日常生活の問題を解決するために、目的に応じて、表やグラフからデータの特徴や傾向を、次の 
４点から捉えることができるかどうかをみる問題です。 
・日常生活の場面と関連付けて、百分率で表された割合について理解していること 

・「以上」などの意味を理解し、データを分類整理すること 
・複数のグラフからデータの特徴を捉え、見出したことを表現すること 
・データの特徴や傾向から導いた結論について、表から根拠となる数に着目すること 
【問題の概要】 
 この問題では、「以上」の意味を理解し、示された表から必要な数を読み取ることができるかどう 
かをみます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 算数（小） 

【正答】「５」 
【誤答の傾向】「以上」の意味を理解しておらず、「４」
と回答したもの 
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【正答例】「△ABC≡△CEA より、合同な図形の対応する角は等しいから∠BCA＝∠EAC    
よって錯角が等しいから BC//AE」 

【誤答の傾向】平行であることの表現が不十分だったり、根拠が抜けていたりするもの 

 数学（中） 

この問題に求められている力 
【出題の趣旨】 
 図形の性質を考察する場面において、次のことができるかどうかをみます。 
・方針に基づいて解決すること 
・筋道を立てて考え、事柄が成り立つ理由を説明すること 
・問題解決の過程や結果を振り返り評価・改善すること 
【問題の概要】 
この問題では、図形についての考察場面において、ある事柄が成り立つ理由を数学的な表現を用い 

て説明することが求められています。説明する際には、「∠ＢＣＡ＝∠ＥＡＣ」の根拠として「△ＡＢ
Ｃ≡△ＣＥＡより、合同な図形の対応する角は等しい」を、「ＢＣ//ＡＥ」の根拠として「錯角が等し
い」を記述する必要があります。 
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この問題に求められている力 
【出題の趣旨】 
 文法事項や言語の働きなどを理解して正確に書くことができるかどうかをみます。 

 正確に書くためには、音声や語彙、表現、文法や言語の働きを理解するとともに、これらの知識を、 

書くことによるコミュニケーションにおいて活用できる技能を身に付けておくことが重要です。文構 

造や文法事項、言語の働きなどの知識を活用し、正しい語順で文を構成することや、伝えたいことに 
ついての情報を正確に書くことがねらいとされています。 
【問題の概要】 
この問題では、「相手の行動を促す」という言動の働きを理解し、依頼する表現を正確に書くことが

求められます。 
 

英語（中） 

【正答例】「Can you come to the speech contest?」 

     「Could you come to the speech contest?」 

「Will you come to the speech contest, please?」 

【誤答の傾向】依頼する表現を書いているが、誤りがあるもの 
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３ 正答率からみた生活習慣と学力の関係性は・・・＜「児童生徒質問紙」調査の中から抜粋＞ 

・子供たちの学力向上には、学校での授業や家庭学習の充実に加え、基本的な生活習慣を身につけることも

欠かせません。以下は調査から抜粋した質問に対し、正答率との関係をクロス集計した結果です。 
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☆Q①市内小・中どの教科においても、毎日、朝食を食

べている子供ほど、正答率が高い傾向にあります。 

☆Q②③毎日、決まった時刻に寝起きし、規則正しい生

活習慣が身についている子供ほど、正答率が高いこ

とがわかります。 

☆『早寝・早起き・朝ご飯』の必要性が以前から言わ

れています。規則正しい生活リズムを身につけ、維

持していくことにより、脳が活性化され、学力アッ

プにつながります。 

☆Q④自己肯定感が高ければ、学習のみならず、生活

全般への意欲にもつながります。子供の考えを受

けとめ、より多く励ますことが大切です。 

☆Q⑤普段から本を好み、読書をしている子供ほど、

正答率が高いことが分かります。いろいろな種類・

分野の本に出会う機会が必要です。 

☆Q⑥全国的にも新聞を読んでいる子供は、正答率が

高い傾向にあります。しかし、新聞を読むこと自体

が減る傾向にあります。まず新聞を手に取ってみ

ることが大切です。 

平均 
正答率 

平均 
正答率 

平均 
正答率 

平均 
正答率 

平均 
正答率 

平均 
正答率 
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・学力の向上には、基本的な生活習慣を身につけることに加え、自分に自信を持ったり、学校へ行くことが

楽しみだったり、授業の中で「わかった」「できた」と感じたりすることも大切です。以下に抜粋して取り

上げた各質問に関して、小諸市と全国の子供の思いを比較してみました。 

 

４ 市内小中学校の今後の取り組みについて 

この掲載内容は、学力や学習状況の一部であることをふまえつつ、今回の結果をもとに、今後の各校 

の授業改善や家庭と学校との連携のあり方について、考えるきっかけとして活用し、これからの時代に

求められる子供たちの資質や能力のさらなる育成を図ってまいります。 ＜小諸市教育委員会＞ 

◇Q⑩⑪教科では国語を例に挙げてみますと、全国と比較してみても市内の

子供は国語の勉強が好きで、授業が分かる傾向にあると言えます。他教科

の授業においても、子供たちが「わかった」「できた」と実感できること

が大切ですし、それが学力の向上にもつながります。今後もそのような授

業を目指し、先生たちも授業改善に努めます。 

※【注】Q①～⑪の回答は、本

来４項目ありますが、肯定的

な回答、そうでない回答の２

項目の割合(％)で比較して

います。 
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◇Q⑦子供の話にじっくりと耳を傾けることや、学習

や活動の取組を粘り強く見守り、努力を認め褒める

ことを心掛けることが大切です。それにより、子供

は自分のよさに気づいていきます。 

◇Q⑧小・中ともに８割前後の子供が、学校が楽しい

と感じています。学校でも家庭でも、学習や生活面

での充実を図っていくことが必要です。 

◇Q⑨市内の子供は読書好きが多いです。親子で同じ

本を読み、感想を伝え合うこともよい取組になり、

より読書好きな子供にします。 
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Q⑧学校に行くのは楽しいと思いますか
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